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「そうけんくん」概要 事業者をミスから守り、生活者を守ります

簡単かつ正確に、食品表示を作成するシステム
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「そうけんくん」の魅力 専門スタッフによるサポートが充実

品質管理経験者による
サポート

定期的なＷＥＢ
セミナー開催

システムに関するサポートに加え、
 表示作成に関する相談やセミナーを通じて、
 お客様の「運用に対する不安」を解消します。

エンジニアによる
運用方法の相談

各種サポートでお客様の不安を解消します。
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15年以上のサービス提供実績

採用実績全国2,500ライセンス
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「そうけんくん」に関連する
食品情報の流れ
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食品大目付そうけんくん

原材料情報管理

配合（レシピ）管理

一括表示の作成

そうけんくん規格書

チェックツール

原材料規格書作成

規格書
提出依頼

提出

＜BtoB向き>

製品規格書

原材料メーカー

「そうけんくん」採用企業における情報の流れ

原材料名、添加物名、
アレルゲンなど、
食品表示作成に
必要な情報を開示

名称、原材料名、内容量などを登録
食品表示や規格書の形にして開示

エクセル

規格書

食品関連事業者

<BtoC向き＞

食品表示

一般消費者

取引先

そうけんくんユーザーにおける情報の流れ
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そうけんくん
規格書
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無料の「そうけんくん規格書チェックツール」は、

全国７万社で利用されています。

そうけんくん規格書・そうけんくん規格書チェックツールについて

規格書の作成や、入力内容のチェックを合理的に行えます。

栄養成分原材料概要

複合原材料の詳細

そうけんくん規格書

チェックツール
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3つのステップで、食品表示を作成できます。

「そうけんくん」を利用した、食品表示の作成手順

②配合表の登録

①規格書取り込み エクセル規格書を取り込み、
原材料の一覧が作成できます。

各原材料の情報を基に、
食品表示基準の規定に則って、
原材料名と栄養成分表示を作成します。

原材料の一覧から必要なものを選択、
製品の配合表（レシピ）を登録します。

③一括表示作成
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Excelマッピング出力

情報の２次活用事例 色々なエクセルに出力可能

Ａ社
規格書

Ｂ社
規格書

PITS

様々なエクセルへ情報出力が可能です。

※PITS（標準商品規格書）の項目の中で、
食品表示に関連する項目をカバーしています。

登録したデータは、色々なExcel書式へ出力できます。
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情報の２次活用事例 ＣＳＶを利用した外部システムへのデータ活用

ファイル出力

CSV

CSVデータを出力することで、他サービスとの連携や、
ラベルプリンター用データとしての活用が可能です。

データ登録時の登録ミスを減らします。

他システムへデータを渡して、作業ミスを削減できます。
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情報の２次活用事例 外部サービスとの技術的な連携

「そうけんくん」と「BtoB規格書」サービスの
双方向のデータ連携が可能です。

株式会社インフォマート
BtoB規格書サービスとの連携

他社サービスと技術的な連携に取り組んでいます。
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「食品大目付そうけんくん」、「規格書チェックツール」の運用プラン

製品名 概要
クライアント

ＰＣ
データベース

無
料

そうけんくん
規格書
チェックツール

１台のＰＣで
運用

１台 なし
（エクセル保存）

有
料

スタンドアロン
１台のＰＣで

運用
１台

ユーザー
環境内ＰＣ

クライアント
サーバ

サーバで運用 5台以上
ユーザー

環境内サーバ

ＤＢ＋

クラウド
データベースで

運用
2台以上 クラウド上

お客様の希望に応じて、最適なプランをご提案します。
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食品関連事業者の悩みと
デジタルツールの活用に

向けて
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食品関連事業者における直近の悩み
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原材料の確認作業が多く発生し、
製品情報の管理と迅速な情報提供が、
食品関連事業者に求められています。

食品関連事業者の悩みと背景

背景

①事故事案に関連する取引先に向けた情報提供

②ポストコロナによる
全国の保健所や農政事務所の監査活発化

③物価上昇・原材料費高騰
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「そうけんくん」を含めた食品情報システムに求められること
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簡便・安価・合理的な

アプリケーションであること

食品情報システムに求められていること

食品関連事業者の現状

①食品情報管理の専任者がいない

②システム投資の予算確保が難しい

③デジタルツールに苦手意識がある
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最後に 当社の考える大まかなイメージ
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デジタル表示
データ反映

商品選択の為の
情報閲覧

＜購入者のメリット＞
●最新の情報が
すぐ確認できる

閲覧情報提供

購入者

食品関連
事業者

デジタル表示は、事業者と購入者を繋ぐ「かけ橋」

食品表示
作成ツール

双方にメリットがあること

＜事業者のメリット＞
●デジタル表示の提供・更新が
すばやく行える


